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課題学習の教材開発とその実践 (Ⅱ)
坂 LU 注 /Q伝 !/i:
岡山県立大半 倉リJkflJ'立福lJ｣碑 匡[=佼
車l或5年度より学割 旨1･rT,･i)jr朝が本格尖地になり,2.3ilJiiで課J山草lEか放り
入れられるようになった｡2iド/iiで放H.'jrLiJ.3叩/Jiで10放U-!llLHであるがJl7人人で
はそれだけの‖剃りをIC(り入れることは大変むずかい ＼ようである｡そこで,この
ような課題ではどうtiろうかとJ,-え,r秋)止L-I;'闇 のgMAl用允とその'jiは(l)｣
では,教材をとのようにITl発したかO聞托した瓢湖について,岡山大'lt教育署 祁
肌用しい学校でとのような利川jJ'法かあるかfi:どの実践についてlfJlらかにしてきたo
ここでは,課題学部 こついて述べ,次に誹,'地学凹の教材flTl党とその実践 (1)
と同L;課題について,教科11Iとノートを小心に投光してきた合リ.rirrl5立福uJ雨中'-tI'
校の311･:LLがどのように収り組んで餅肌したかについて述べてみようO
1 は じめ に
｢産業!_'(i-命が手作ツ三の機械化 であ ったの
に射 し,今回 の コ ン ピュー タ革 命は人冊の
知 的lii動の機械化 であ り, 自動lLJiがび く能
力をjif,i_させたよ うに,頑脳 の働 きを泣退
さセ て い く恐 れがあ るO そ こで我 /Iは知的
教否の核心 と しての罪放 ･放草薮 群の意義
につ いて改 めて見出す必&.･があ るO｣ と帖
竹垣yj氏 (Lj放教会庄)が Lj数教学 会誌 (
1994,76巷邦 2号) で述 べて い るO
このよ うに訂放 ･数学叔 If等の人JLi]形成 の
北本 と しての役割 か ます ます正光'･にな って
きたO lLliD62年 に 口数教 の節放Dl11妹特別
lU!.)丑委fl会 が発表 したデー タによ って r37
敗が桃 い｣ とい う子 ど もがLrLiJ印 5 1年 に比
べ各学年 と も捜ノ)L]して いることがわか った｡
これ は阻 った ことで あ ると,ET].う｡ この結Et':
の原因 は何で あろ うか ｡
今 までのTJ･u(･放学数百 は受験舶 iI‖こJm
つため に与 え られた聞,題をで きるたけ速 く
Lll招省 の意 図 に沿 った一つの正 しい答 えに
到達 す ることが El標 であ り,数学挑 いの原
凶 の一 つで あ った｡
これでは,子 ど もに と って は受 け身 であ
り,学 ぶ とい う意欲 が沸か ないであろ うO
そ こで受身 で はな く,手 ど も白身か諜HBを
見付 け,解 決す るとい う学 習の体収 が興味
や恥 じ､を引 き出すで あろ うと考 えて.課皿
学習か中学校 に登場 したo
Lか し.子 ど も白身 が滴 切 な諜HBを見付
ける ことがで きるであ ろ うかo言 うのは易
しいが割 EHま凶桝 であ る. そ こで教師 は多
相 なmRBを舎んtiL?,正1をは示 して,その場
血の中か ら子 と もた ちにい ろいろな諜EBを
見付 け させ るよ うな手立 てを#J･え ることが
必要 で ある｡
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例 えば ,子 と もに1-'rHjihを作 らu･f～口 の
ru日'誠｣･ ｢～ さんのIuH'Hiを&:(こしたruJ㍊｣
な とと紹介 し. そのlHJ,rLiのh･'rJ決 に向か うの
であ るo Lか し, これはIuLB]J数師の手 の平
の｣_で (-と もた らはいろいろ学'B して いるこ
とにな るo この手の平 は広 いは とよいか, そ
nをliこげ るため にはみ帥 白身が研眼 をfl等まtl
けjいざな らfJい｡
こ うJ5'えて くると.弧題字 'IVJとい って も.
結局は｢多相 な聞題1折口｣の設'jlを ど うす る
かかrLl日仏とな るのであ る｡
我 /Jの.LTiH-1Jlの,riLI｢課題'-;.'･門 の教材L371発｣ と
い うの はこの よ うな ことを意 味す るのであ るo
これか ら述 べ る,q体 的 な例は, これ まで述 べ
たこと,上り少 し狭 い意味 の誹JliLiであ るが,,-:a
,-d草･t-/として このよ うな例 も過2/Lで あ ると考
える｡
これ まで述 べて きた訊,雌羊 智 とは少 し5-日Ll
るが'tI,成6'lLi2月か ら3JJにかけて文 部'Eが
小学校 5.6fliJi約 32.000人に別 して行
った テ ス トの一部を入 手 したので. それにつ
いてL 卜触 れてお きたいo その中に は今 まで
よ くf]に触 れ た
次 の.日;丁を して.答 えを口 の中に;I_き
ま しょう｡
(I) 5/6×Lt/9 (目 口
( 2) 2/ 7→-3/Ll (2) □
(3) 3/5×2/5÷8 (3) ⊂コ
とい うもの もあ るが (こjいま1 1咋ji;J'の テス
トと比性す るためにあ るもの と.L.n.う｡ ),吹
のよ うに新 しい スタイルのnul/TliBがあ った｡
1 8
みと りさん は, 2-lT- の 計 ;丁を して,吹
6 9
のよ うに答 えを まちが えて しまいま した｡
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6 9 16
答 えかまちが ってい ることを教 えて あげ
1 5)0 -
るの に,つ ぎの① か ら④ の よ うなや り-JJ-が
あ ります｡
8 3
(Dわ る数 の- と柵 の -をかけ る.
9 16
8 1
(a- は 1に近 い数 なので 2-÷ 1を
9 6
引許す る｡
8
③ わ る数 の-は 1J:り小 さいので,
(J
l
蘭 はわ られ る敗 の 2- J:り大 き く
G
な るはす だか ら. それを椛かめ る o
l 8
④ もういち ど2- --を引訂す るo
G C)
(1)みと りさん に,答えが まちか って
い ることをかん たんに数 えてあげた
い と.JLtい ます. あfLtたが い ちばんldj
ってみた いや り方 のFTl7rl;をロ のLHこ
て),pきま しょう｡ 石=号□
(2)あなたが. その次 に仙 って みた
いや り-JJ-はと九です か｡ その各号 を
口 のlPに.tljきま しょうo 花:号□
この J:うなnuI比 は これまで になか ったJl
うに.U.ラ.意欲的なrLlHuBであ る.私 の師答
は③ がIFLxもよ く② ,① ,④ の順序 であ る｡
しか し,別 な意見が あ るか も しJllJ:いoi占
発 な意 見が起 る ことをJyJ'(!jしている.
つ いで,次 の よ うなrtuEBもあ った｡
かえた り, うらかえ したりして もかまい
まLJん｡
たとえは.Tの図のように して,純利
fJ'r.な形がつ くれますo
このほかに,凹 lJJJI･37イウ工を 2つ
ならべてできる拙kH,J.な形を 2つつ く
臣 Ⅱ ∃
って,それぞれ下の方眼紙 にか きま
しょう｡
このJL17f辺にたい してはす ぐつ きのよ うな胤
形を.rlL_J.いつ くO⑤ はややilELいか もLnliい.
〒二二三〒
三±二
④ ⑤
このlH目迎は ｢凹fEJ形 アイウ工を 2つdLzへて
できるD｣ とあ り, これを 2つの図形が くっ
ついている見 るべきか とうか｡｢5mのテー
プを 2つに分けます｡｣ とい うときに.Oln
と5m. 1mと4m,･･-･. 5mとOmのよ
うにOmと5mも分 けるLIjに入 ると考 える ｢
I-1:放｣の立域か らす ると,下の図のよ うな囲
形 も-yJ'えて もよいので
はないか.そ うす る
と. さらに一般化 し
∠コ ⊂ゝ
lL
て,下の凶のよ うな凶形
も考える子 ともたちもいるであろう｡ このよ
うな ｢答えが一つに
は定 まらない｣ILul也
をl川允 し.子 どもた
ちにrT放 ･秋草はお
もしろいと言わ uる
ように したい ものである｡
くフ
C)
2 課 鮎 と授業の7J一針
与え られた誹題 を ｢凹Flj形 ∧BC[)で.
4辺の中点を E. ド.G.lLとす ると,
凹flJ形 EドGIZの面faが四fl形 AucD
の血fJliの半分 になるとき,4点 E.rl1
G, Hはどのような位故にと11,はよいか｡｣
として, どのよ うな授業がで きるかにつ
いて考えた｡ この他区の実状に合わせて
次のような指輔を考えた0 3年生 といえ
ども基本的な用語や記号の走者率が低 く,
じっくり考え ることが苦手な生徒たちに
は,-1缶考えやす い,わか りやすい例で
ないと卿味 も関心 も示 して くれず,教師
の一方的な言lY,我 にな って しまうO これで
はます ますお もしろ くな くな って高庇 な
内容を含んでいるこのよ うな課鮎には取
り組 まないo
そこで,瓜 も基軸 となるところ,すなわち
四fq形 ABCDが正方形の崎 な らできるであ
ろ うと考え.時間の許すか ぎりしっか り考え
た り.1削 乍をさせた りしようとした｡
3 指導の実際
どのような指導を したかを指甥過程にそ っ
て述べ ると次のようになる.なお,各段階
における言Lrt価の机点 について も付 け加えてお
いた｡ これ らの評価を全て実施す るにはテ ィ
ームティーチ ングでないとむずか しいが.可
能な限 り'-実施 した｡
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':rc 'B は ,坤 に つ い て :
全仏.ihlg
?.-･久
日 tir一芸芸芸 書 芸 三 三 千 .Zu ･.I 1諾lZi 邦子次台 … え る - =川
.1hせり苅一次のLn川 rl
':1' 'u jEa ll
1 .じl■luI/LJ:えL_,ttl7L'n
JH Ll1 上 の J.YJ.a J:iと JH I.Q の '-jiF,ll
inlLll 山ノJ)r3^ lCL)の辿∧UのlLJ:人をl:とし,辿lIC,Cl).E)^ ⊥に):汁 .C.Hをと7J｡Ltけr川ZLH'CILのLlJEJ7/Ji
iLノ))T3^ ucL)のiLuf;iの二IJ))に/i.ろにu.JLr.C.MiどのJ.うに仙川まよい/JIB
仙人のJ;入るU.-1L.'日を5～)とし/こ｡
bLLBの｣',えとあJ)l7JU.lJl.'Hをr)～)とした｡
IJuHJ巡抄 こより.ヒノトとIj7J.i･)/よY,えAJJJi.してい7JLI_比のj;えをiLl介する｡
(たとえU, L^ll11.1日111.li.小/∫?とか.あさt,1)てい7JIJbLlこti.左通が-LTLtのし
てい7uJJJととJL･'Iを/),ける)
JEのLIJ■eよ止と川誠さ117J｡
(bLi空と1日はしてい ､いとこ7.って/J-iiOl)ぐらい/二つと4121のLIJl.は7O%くらい/);で
きてい/-0)
そのLLlで. 4iuで/.1くてL,2辺でいいというJ'･'I/JtJjHl/､Cそこでその/,えはどう/1/)うと
",'JlHをかけ/こ｡
tJのtgTのようにすJtl'1いとのlEJl/I;あり.7Jん/i/J;それをiL!d')/､｡
i姓.'LJ2 こ1L'LLLでuilIlJJr3^ uCu/ELT<'JjN31こ変えIこらどう/iるかoiuXLj1/rLA･ってJ,えて7}よう｡
･iyXblとl'7JL:J_うに.j;えL_117Jo
･4つのiLZの･lJJL,をとっ/_仏-J〇lilLf,ih'JLTl-くできていI-｡
I2つのiiLのLい).'LrL･とっ/Jil〇uV･J､I也/JEでさてい/こ｡
･山JJ'ルのときにtiluIよかっ/こ川rLl,'･/JIらIGJL=Jlさ/LJMtlLtい(∧1=ul')とい う11え
がIlLめてでてき/こ｡ H p H
= ･G･1仙 川丘 u l仙 1川 とこてbLtl H ll･iA)l州
inuL3 J∴LJ･:/I;･Iり∴し以外であったりどうJ.ら/),.lLJJJL3ではどうか.LU)Juではどうか'L･J,えてこLう｡
5 仙芯をJ;えろ｡ Tt.;RbとL/二｡
いろいろ/tI凶を/).いてJL,えるようにはJTrrJL｡
i'比白-/リノトlfL凡:7U
A
L
a
/
i
D
P
ら
L
E)
ド
C
iyu-/リノト2/Lhl7J
(この【』で岨ってい7JJl
ui/Jt'Lk人い/こ｡)
Ll'拙-/リント3をAlろ
ー 52-
引出苅一次の苅2LIF
群 別 γ占 動
I M3を検.?･1するE.
･ 立退のbのrflJいに椀.:･L
する
･企.+て允Jlしてh^.1LlするO
2 エリ1.LH をJ,-えさせる｡
は ･井 上 の TYI.記J.'且 と は,輔 の :j;P,'i
uL=めに正JJ'形で考えさせる｡
家出で1'二門してきたしのをnL.せ合い.幌別させる｡
I;Lくでき/こところは他のWr芥はIAlいかを院j･tLtせるD
比'iyの糊合をいろいろ帳.TlL.そlLから他の以仁を･FえJtはよいことを知らせる｡
hI爪 .さ せてJuJLt)a)は,J:一化 と4-ることをXJlらせ7U｡
できる姓LLiにはきちんとし/ここIl_l)Jを々えさせる｡
Jaは射′トとして,挺Lfrしっかりかけ7Jようにする｡
LIJ主tのときとIu-JL:ようにしてい/こ.
LTII E杓ヱ
tI' lC DI i
｢ F
i.
じ^ニL)C.".rfl･Jl正 人(;:DG,日.Fuどこで11い
E^主P;.l.F小袖 ∧E･W,JLFuどこTuい
甜3
E.r.G.t川とこでuLtとしてとうLTILl
I..'muil 出川Ifi^ uCD/JI･l'-i-T凹退庁きのtL蛤 はどう/Jjuかを
I I
J!･日工が辿八日の申Jlのときと.そうで/iL､ときをJIJえ7Jo:l
はじめはHをしていいかわから/i.-t､diilIが･V放ぐらいいI=.
訳出 LとFiJL:ように.1つの辺のrl,).-1をfrK,/こ糊缶.2つの辺のILりltrL･収っIJLi合はす
くにかいてい/二がそ0-)他の仙台は/iか/Jか山ていなかっI-0
図 1 凶2 は13
～DA/･.T
E.｢.C.冊仙川止 J;.Cu絶
日.FJfこ7いい
じ^=DG.l.ruELTuLt
JtJJ'N31こついては.Li/I;
llJ山の叫と1-JLよっにし
て.ほとんど.:JLHJJc._tる
bのL'け糾いてい/､｡/1'
凶 1.2｡さらに小 ､
かと円い､かけるとLL脚3
で幽ってい/こ｡
堤IJJ'lr3についてb,Jl:Jj
lr3とお心Llようにしてい
1.I.
誹皿プリノト4rEAlろ
lLIMのヨつはできてい/こ
｡ /こ1_'し,凶31ま少/d'か
っ /こ｡
･ ｢J,.I托 どこでt)Ikって
ろ たら｣とは'T.した｡故
人 が ｢LuJ'形ででき/jか
っ /二からでき/iいだろ
う｣といいIJ.'J;らt4Jっ1こ
tit子であっI=｡
-53 -
.ilPTlr那1-A.(火の誹1l.Jf
1 Jj2滋を終わって
･このようIjJr3JLiのI父jlfは.はL;めてであっ/こ/こめ/il'LL:がfiL:めな
かったようで.どうしてよいか分らたハ､似LnにulIくわすことが多
かっ/こ｡
Ii.2111のとき以米,教えられることばかりのJil光のようで,
El分からしっくりJ,える'L'/1LnlがついてlJこいのでとまとったようで
ある｡
･il二jJJFZ.LUjlI三までは†"lとかできたが.'1J･rJ'L叫辿JF3ではL判り.fT
JT3にIiるとRlrEかく11けで.その北はまっ/こく-T･がでIiかっ1こQ
･(‖1人かのJ_Li,Liが ｢いろいろIi/1えJJができるのがおbしろかっ
1こnJ｢答えが JつだけでIiL､のにおどろい†こ｡｣ /JLどの感.1!を
;lFいてい/こ.
5 おわりに
Il)Fl禿し/こ秋山についてとのような'jf蛇かできるかについて述へてき
/こか,/i従の尖悠にlGしたは吋ができるよう/よ誹MのiW(がJU竺'lす
る省の大きな誹皿であることがわかった｡そのぷnJ(でここではった
誹山は,Jnu紙をl;えは'小芋校.Ll;'-ty:J'[:･からuiえるし,そ11/E先凪さ
せれば小学校のどの'-.Y･'il二でも扱えることがわかっ/こ｡-Jjで.この
ようIi.;NM':芦mrE'^7施する糊Zlは,/i弘か山｣二的に巧えを止めてい
ける'-"(I:'.Y/'1-'Ilrlを身につけていJLは.巧えも人定ITまるし.I_[.祉b恥
叫､を川って仙 リbLL､ことができることもわかっ/こ｡
(平成6年5月06日受理)
- 5 4 -
